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【
研
究
ノ
ー
ト
一

【
要
旨
一
本
稿
の
目
的
は
明
治
期
府
県
管
内
図
の
網
羅
的
な
検
討
を
通
じ
て
そ
の
特
徴
を

考
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
地
図
の
作
成
主
体
や
神
奈
川
県
の
事
例
に
注
目
し

た
。
ま
ず
総
体
的
な
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
府

県
管
内
図
の
う
ち
、
府
県
ご
と
に
最
も
発
行
年
代
が
古
い
も
の
を
リ
ス
ト
化
し
た
。

そ
の
結
果
、
結
城
正
明
や
江
島
鴻
山
と
い
っ
た
印
刷
技
術
者
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
や
、

出
典
と
し
て
の
伊
能
図
と
い
う
観
点
か
ら
、
内
務
省
地
理
局
に
お
け
る
地
図
作
成

の
動
向
と
の
関
連
性
が
指
摘
で
き
た
。

ま
た
神
奈
川
県
の
場
合
は
明
治
一
○
年
代
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
管
内
図
が
三
点

あ
り
、
う
ち
二
点
は
明
治
二
年
を
遡
る
早
い
時
期
の
も
の
で
、
も
う
一
点
は
鴻

益
社
と
い
う
民
間
の
印
刷
業
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者
は
統
計

表
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
点
、
後
者
は
横
浜
近
郊
の
農
村
部
を
対
象
に
し
て
予
約

出
版
を
試
み
た
業
者
が
発
行
し
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
｝

内
務
省
地
理
局
江
島
鴻
山
神
奈
川
県
管
内
図
鴻
益
社
縮
切
図

明
治
期
府
県
管
内
図
の
作
成
主
体
に
つ
い
て

ｌ

神

奈

川

県

を

事

例

と

し

て

Ｉ

武

田

周

一

郎－」

（

３

）

で
総
体
的
な
特
徴
に
言
及
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
印
刷
技
術
と
い
う
観
点
か
ら
は
十

分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
は
府
県
管
内
図
の
共
通
性
が
示
唆
さ
れ
、
各

府
県
の
事
例
に
留
ま
ら
ず
総
体
的
な
特
徴
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
網
羅
的
な
検
討
の
た
め
、
ま
ず
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
府
県
管
内
図
の
う
ち
府
県
ご
と
に
最
も
出
版
年
代
の
古
い
も
の
を
提
示
す
る
。

そ
の
際
、
印
刷
技
術
者
や
内
務
省
地
理
局
に
お
け
る
地
図
作
成
の
動
向
に
留
意
し
な

が
ら
、
府
県
管
内
図
の
特
徴
を
総
体
的
に
把
握
す
る
。
続
い
て
、
そ
の
特
徴
を
念
頭

に
置
い
た
上
で
、
神
奈
川
県
を
事
例
に
特
に
地
図
の
作
成
者
に
注
目
し
て
、
そ
の
経

歴
や
地
図
作
成
に
至
る
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
前
稿
で
は
府
県
単
位
で
そ

の
領
域
を
示
し
、
主
に
府
県
が
作
成
主
体
で
あ
り
府
県
管
内
図
も
し
く
は
そ
れ
に
準

ず
る
資
料
名
を
有
す
る
地
図
を
府
県
管
内
図
と
定
義
し
た
。
本
稿
で
も
主
な
検
討
対

象
は
府
県
が
作
成
に
関
わ
っ
た
も
の
と
し
た
が
、
神
奈
川
県
の
事
例
で
は
民
間
業
者

か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
も
対
象
と
し
た
。

本
稿
の
目
的
は
明
治
期
府
県
管
内
図
の
網
羅
的
な
検
討
を
通
じ
て
そ
の
特
徴
を
考

察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
地
図
の
作
成
主
体
や
神
奈
川
県
の
事
例
に
注
目
し
た
い
。

筆
者
は
先
に
当
館
所
蔵
の
橘
忠
助
氏
旧
蔵
美
術
資
料
群
に
含
ま
れ
る
地
図
に
つ
い
て

紹
介
し
、
こ
れ
ら
の
地
図
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
印
刷
技
術
へ
の
関
心
に
基
づ
い
て

（

１

）

収
集
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
こ
の
特
徴
を
端
的
に
表
す
も
の
と
し
て
府
県

管
内
図
を
挙
げ
、
印
刷
技
術
と
い
う
観
点
か
ら
複
数
の
事
例
を
比
較
し
た
が
、
主
な

検
討
対
象
は
千
葉
県
と
宮
崎
県
の
二
点
に
留
ま
っ
た
。

は
じ
め
に

｜
府
県
管
内
図
の
発
行
年
代
と
印
刷
者

（

２

）

従
来
、
府
県
管
内
図
は
主
と
し
て
府
県
ご
と
に
個
別
に
検
討
さ
れ
て
き
た
。
一
方
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ま
ず
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
府
県
管
内
図
に
つ
い
て
、
府
県
ご
と
に

最
も
発
行
年
代
が
古
い
も
の
を
表
１
に
示
し
た
。
な
お
本
表
作
成
に
あ
た
り
、
地
図

が
多
く
含
ま
れ
る
請
求
記
号
一
七
七
と
ョ
二
九
一
を
対
象
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
民
間
業
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
が
府
県
の
も
の
よ
り
先
行
し
て
確

認
さ
れ
た
事
例
は
、
青
森
県
（
２
）
、
新
潟
県
（
Ｍ
）
、
福
井
県
行
）
、
三
重
県
（
犯
）
、

京
都
府
（
型
、
奈
良
県
（
”
）
、
福
岡
県
（
粥
）
の
七
件
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
府
県

と
民
間
の
も
の
を
併
記
し
た
。
ま
た
民
間
の
も
の
だ
け
が
確
認
さ
れ
た
事
例
は
、
東

京
府
（
皿
ｂ
）
、
滋
賀
県
兎
ｂ
）
、
和
歌
山
県
（
邪
ｂ
）
、
岡
山
県
（
羽
ｂ
）
、
広
島

県
（
鋤
ｂ
）
、
徳
島
県
（
犯
ｂ
）
、
香
川
県
（
調
ｂ
）
、
沖
縄
県
（
“
ｂ
）
の
八
件
あ
り
、

（

４

）

こ
れ
ら
は
民
間
の
も
の
だ
け
を
示
し
た
。
そ
し
て
府
県
と
民
間
い
ず
れ
も
確
認
で
き

な
か
っ
た
の
が
岩
手
県
、
愛
知
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
の
四
件
で
あ
っ
た
。

こ
の
表
１
を
も
と
に
府
県
管
内
図
の
発
行
年
代
と
、
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。
は
じ
め
に
発
行
年
代
に
つ
い
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
（
一
八
七

八
）
年
以
前
に
発
行
さ
れ
た
府
県
管
内
図
の
少
な
さ
で
あ
る
。
表
１
の
う
ち
最
も
早

い
も
の
は
明
治
一
○
年
の
三
重
県
（
犯
ｂ
）
と
滋
賀
県
（
羽
ｂ
）
の
二
点
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
民
間
業
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
地
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
い
で
明
治
二
年
に

発
行
さ
れ
た
も
の
が
二
点
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
愛
媛
県
庶
務
課
編
集
の
「
愛

媛
県
管
内
全
図
」
（
弘
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
凡
例
に
よ
る
と
明
治
三
年
一
月
一
日
調

の
「
県
治
一
覧
表
」
に
付
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
点
が
明
治
二
年

頃
と
推
定
さ
れ
る
「
神
奈
川
県
管
内
之
図
」
（
哩
で
あ
る
。
同
図
に
つ
い
て
は
後
に

詳
し
く
検
討
す
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
裏
面
に
「
神
奈
川
県
管
内
里
程
表
」
が
掲

出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
点
の
事
例
は
府
県
管
内
図
と
し
て
は
早
い
段

階
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
県
治
一
覧
表
も
し
く
は
里
程
表
と
い
っ
た
統
計
表
と

一
体
の
も
の
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
．

さ
ら
に
作
成
主
体
別
に
み
る
と
、
府
県
の
も
の
が
民
間
の
も
の
よ
り
先
行
し
て
い

る
事
例
が
二
八
件
あ
り
大
半
を
占
め
て
い
る
。
一
方
で
最
も
早
い
明
治
一
○
年
の
も

の
は
い
ず
れ
も
民
間
が
先
行
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
点
も
踏
ま
え
る
と
、
必
ず
し
も

府
県
が
先
行
し
て
い
る
事
例
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
こ
れ
以
外
に

内
務
省
地
理
局
が
作
成
主
体
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
明
治
二
○
年
五
月
の
「
改
正

北
海
道
全
図
」
（
１
）
が
あ
る
が
、
内
務
省
地
理
局
が
直
接
関
わ
っ
た
府
県
管
内
図
は

こ
れ
以
外
に
な
く
、
例
外
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

続
い
て
府
県
が
作
成
主
体
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
府
県
蔵
版
と
明
記
さ
れ
て
い
る

事
例
が
多
い
が
、
具
体
的
な
部
課
名
や
人
物
名
が
判
明
す
る
も
の
が
あ
る
。
所
轄
部

課
の
う
ち
で
も
多
い
の
が
地
理
課
〈
係
）
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
青
森
県
地
理
課
（
２
）
、

福
井
県
地
理
課
（
Ⅳ
）
、
京
都
府
地
理
課
（
型
、
奈
良
県
内
務
部
第
二
課
地
理
係
（
”
）
、

長
崎
県
地
理
係
（
詔
）
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
福
島
県
農
商
課
（
６
）
、
三
重
県
第

二
部
第
三
課
（
型
、
兵
庫
県
土
木
課
（
妬
）
、
愛
媛
県
庶
務
課
（
型
、
福
岡
県
庁
内

務
部
（
粥
）
、
佐
賀
県
勧
業
課
（
訂
）
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
。
な
か
に
は
製
図
者
な

ど
具
体
的
な
担
当
人
物
名
が
判
明
す
る
も
の
が
あ
り
、
山
形
県
（
５
）
、
茨
城
県
（
７
）
、

神
奈
川
県
（
坦
、
石
川
県
（
唖
、
奈
良
県
（
”
）
、
佐
賀
県
玩
）
の
事
例
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
民
間
業
者
で
複
数
の
府
県
管
内
図
に
携
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

玄
々
堂
（
神
奈
川
県
、
山
梨
県
）
や
、
水
口
臥
龍
館
（
福
井
県
、
岡
山
県
）
が
あ
る
。

そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
府
県
管
内
図
の
印
刷
人
で
あ
る
。
前
稿
で
は
府
県
管
内
図

の
印
刷
に
携
わ
っ
た
人
物
と
し
て
結
城
正
明
を
挙
げ
、
内
務
省
地
理
局
の
動
向
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
当
該
期
の
地
図
印
刷
技
術
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な

画
期
と
な
っ
た
の
が
、
明
治
二
年
八
月
の
『
測
絵
図
譜
」
で
あ
る
（
表
２
）
。
『
測

絵
図
譜
」
は
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
「
日
本
地
図
主
任
」
と
し
て
随

行
し
た
岩
橋
教
章
が
当
地
で
習
得
し
た
技
術
を
用
い
て
印
刷
に
あ
た
っ
た
地
図
の
図

式
集
で
あ
り
、
そ
の
発
行
後
、
内
務
省
地
理
局
は
い
く
つ
か
の
日
本
図
を
発
行
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
「
大
日
本
国
全
図
」
と
「
大
日
本
府
県
分
轄
図
」
の
印
刷
に
携
わ

－44－



っ
た
の
が
結
城
正
明
で
あ
っ
た
。
後
に
東
京
美
術
学
校
助
教
授
と
な
る
結
城
は
明
治

一
六
年
の
青
森
県
（
２
）
、
同
一
八
年
三
月
の
千
葉
県
（
皿
）
、
同
年
六
月
の
宮
崎
県

（
虹
）
、
そ
し
て
同
一
九
年
の
三
重
県
（
型
と
い
っ
た
各
県
の
府
県
管
内
図
の
印
刷

に
携
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
結
城
と
同
様
に
内
務
省
地
理
局
の
地
図
と
、
複
数
の
府
県
管
内
図
に
携
わ
っ

た
人
物
が
江
島
鴻
山
で
あ
る
。
江
島
は
明
治
一
九
年
一
月
に
内
務
省
地
理
局
図
籍
課

編
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
大
阪
実
測
図
」
の
彫
刻
者
と
し
て
名
前
が
み
え
、
そ
の
後
、

明
治
二
○
年
の
埼
玉
県
（
Ｕ
、
明
治
二
三
年
の
静
岡
県
（
型
、
明
治
二
五
年
の
奈

良
県
（
”
）
と
各
県
で
府
県
管
内
図
の
印
刷
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
結
城
が
明

治
一
○
年
代
後
半
に
府
県
管
内
図
を
手
掛
け
て
い
た
の
に
対
し
、
江
島
は
明
治
二
○

年
代
前
半
と
な
っ
て
い
る
。

江
島
は
松
田
敦
朝
、
梅
村
翠
山
、
青
野
桑
州
、
柳
田
龍
雪
と
と
も
に
明
治
初
期
の

（

５

）

東
京
で
銅
版
業
を
担
っ
た
「
創
業
五
家
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
江
島
を
除
く
四
名
は
明
治
五
年
か
ら
同
九
年
に
か
け
て
、
大
蔵
省
紙
幣
寮
で
銅

（

６

）

版
印
刷
を
請
け
負
っ
た
経
験
を
持
つ
。
ま
た
江
島
か
ら
銅
版
彫
刻
を
学
ん
だ
人
物
に
、

明
治
一
六
年
に
新
設
さ
れ
た
参
謀
本
部
測
量
局
地
図
課
で
地
図
の
銅
版
彫
刻
に
携
わ

（

７

）

っ
た
堀
健
吉
が
い
る
。
江
島
が
こ
れ
ら
の
地
図
印
刷
に
携
わ
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ

る
が
、
そ
の
背
景
に
は
高
い
技
術
力
を
持
つ
印
刷
技
術
者
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
が
想
定

で
き
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
岩
橋
や
結
城
、
江
島
と
い
っ
た
印
刷
技
術
者
を
媒
介

と
し
て
内
務
省
地
理
局
や
大
蔵
省
紙
幣
寮
と
い
っ
た
機
関
と
府
県
と
の
間
で
技
術
上

の
接
点
が
見
出
せ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
は
結
城
正
明
や
江
島
鴻
山
と
い
っ
た
印
刷
技
術
者
に
注
目
し
て
、
彼
ら

を
媒
介
と
し
た
内
務
省
地
理
局
と
府
県
と
の
関
係
を
追
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
地
図
に

二
府
県
管
内
図
の
出
典

参
照
さ
れ
た
情
報
と
い
う
観
点
か
ら
、
両
者
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。
そ
こ
で
注
目

す
る
の
が
、
府
県
管
内
図
の
出
典
と
し
て
の
伊
能
図
で
あ
る
。

前
稿
で
は
府
県
管
内
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
伊
能
忠
敬
が
測
量
し
た
伊
能
図
や

地
租
改
正
地
引
絵
図
と
い
っ
た
既
成
の
地
図
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
千
葉
県
の

事
例
か
ら
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
府
県
管
内
図
を
網
羅
的
に
検
出
す
る
な
か
で
、
同
様

の
事
例
が
確
認
さ
れ
た
。

例
え
ば
伊
能
図
と
地
籍
図
の
双
方
が
参
照
さ
れ
て
い
た
事
例
と
し
て
以
下
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
ず
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
九
月
二
日
に
兵
庫
県
土
木
課
の
編
纂
に

よ
り
出
版
さ
れ
た
「
兵
庫
県
管
内
地
図
」
（
妬
）
に
は
明
治
一
三
年
六
月
付
の
附
言
が

あ
り
、
「
本
図
ハ
故
伊
能
忠
敬
実
測
図
二
根
拠
シ
地
籍
編
製
図
ヲ
参
看
シ
更
二
見
聞
ス

ル
所
ロ
ヲ
以
テ
之
ヲ
修
補
整
定
シ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
図
の
作

成
に
あ
た
っ
て
「
伊
能
忠
敬
実
測
図
」
が
根
拠
と
さ
れ
、
加
え
て
「
地
籍
編
製
図
」
な

ど
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
地
籍
編
製
事
業
は
内
務
省
地
理
寮
（
後
に

地
理
局
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
七
年
に
最
初
の
通
達
が
出
さ

れ
た
後
は
進
展
な
く
明
治
一
三
年
に
再
開
、
同
二
三
年
に
は
内
務
省
地
理
局
地
籍
課

（

８

）

と
地
誌
課
の
廃
止
に
よ
っ
て
取
り
止
め
と
な
っ
た
。

ま
た
明
治
二
三
年
五
月
二
九
日
発
行
の
「
静
岡
県
管
内
全
図
」
（
型
の
場
合
、
明

治
二
二
年
九
月
付
の
凡
例
に
、
「
本
図
ハ
伊
能
氏
ノ
実
測
図
及
地
租
改
正
ノ
際
調
製
シ

タ
ル
毎
町
村
ノ
地
図
等
ヲ
根
拠
ト
シ
テ
編
製
セ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
静

岡
県
の
場
合
で
も
伊
能
図
と
、
地
租
改
正
地
引
絵
図
を
根
拠
と
し
て
編
製
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
あ
わ
せ
て
「
国
境
郡
界
町
村
区
域
及
名
称
等
ハ
総
テ
明
治
二
十

二
年
四
月
現
在
ノ
調
査
二
拠
ル
」
と
も
付
言
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
国
境
や
郡
界
、
ま

た
町
村
区
域
と
そ
の
名
称
に
つ
い
て
は
明
治
二
二
年
四
月
現
在
の
調
査
に
依
拠
し
て

い
た
。
つ
ま
り
こ
の
静
岡
県
の
場
合
、
既
成
の
地
図
を
参
照
し
な
が
ら
、
新
し
い
調

査
の
成
果
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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表1 国立公文書館所蔵の府県管内図

資料名 縮尺 寸法(mm) | 発行年 著作/発行 印刷 請求記号No

改正北海道全図 明治20.5 内務省地理局/発免博聞

社

鐺工蒔田本也1/500,000 1415×17841 177-0375

2 青森県管内全図 約1/300,000 684×832 1明治16 編集出版青森県地理課 ｜結城正明鍋 ｜ヨ291-0396

青森県全管略図 約1/440.000 明治12 製図福島県士族小川勝

美

2b 490×595 177-0821

宮城県管内凶

秋田県全図

明治14.2

明治14

宮城県蔵版

秋田県蔵版

吉川正吉鎬３
’
４

’646×672
約1/310,000 1743×487

177-0831

a291-0397

大日本帝国山形県管内全
|､剛

明治22.5.30 山形県書記官緒方道平・

同属中井恒介閲,同七等
技手三浦吉勝編集,同雇
佐藤孝本製図/版権所有

山形県

5 1/108,000 1495×938 ヨ291－0249

6 1福島県管内全図 1/216,000 1730×834 1明治20.3.4 福島県農商課編製 賛々舎銅鐺 |177-0827

茨城県管内全図 明治18.7 茨城県七等属松平俊雄

編/茨城県

1/135,000 1190×865７ ヨ291-0380

栃木県下野田今図 ’984×1052
群馬県管内上野国全図 1/120~OOO |970×1090

明治12.4

明治17.12

編集栃木県

群馬県蔵版

８
’
９

’177-0007
製図会社銅刻 ｜ヨ291-0399

埼玉県管内全図 明治20.2.8 編纂製図佐々木邦麻呂／

埼玉県蔵版

江島鴻山鎬10 1/54.000 1292×200(） ヨ291-0348

11 1千葉県管内実測全図 |1/72,000 11395×1978 1明治18.3.13 1干葉県蔵版 結城正明鐺 ｜ヨ291-0382

改正東京府管轄測量全図 明治22.1.12 著者伊藤静斎/印刷兼発
行者児玉又七~

726×100712b 177-0600

神奈川県管内之凶 約1/190,000 〔明治11] 製図神奈川県七等属岡

田利正

玄々堂印刷所製13 548×583 177-0048

新潟県管内国県道里程実

測図

明治21.11.25 測量製図者新潟県属永

井独楽造/新潟県蔵版,小
林二郎

1/400,000 785×100014 ヨ291-0173

新潟県管内実測図 約1/200,000 明治14.11.25 編集人新潟県平民栗林

左一郎/出版人新潟県平

民小林二郎

1122×1525l4b 177-0733

15 1富山県管内図 約1/100,000 11290×1180 明治18.5 1富山県 大須賀銅鎬 ヨ291-0386

石川県管内地図 明治18.6 校正田上陳鴻･大屋榿鼓，
製図長田孫二・荒井時道

1/108,000 1594×112316 ヨ291-0388

福井県管内地図 明治15.12 福井県地理課調製 水口臥龍館銅版

部鐺

17 l/144,000 1052×12()5 ヨ291-0406

福井県全図 明治15.8.5 著者･識福井県士族岩佐

静夫/出版人福井県平民

酒井安兵術

銅刻響泉堂l/120,000 872×119517b 177-0728

18 山梨県甲斐圃令図 1/200,000 1475×515 1 [明治15] |山梨県蔵版 玄々堂印行 ヨ291-0394

長野県管内信濃国全図 明治18.12 編集人東京府平民酒井

捨彦/出版人長野県平民

西澤喜太郎

l/300,000 706×46719 177－0841

20 岐阜県管内地|叉I 1/200,0()(） 806×728 1明治13~5 岐阜県蔵版 博聞社銅鎬 177-0836

静岡県管内全図 明治23,5.29 静岡県 彫刻及印刷江

嶋鴻山

21 1/72,000 545×2284 177-0583

三重県管内全図 明治19.12 小林源之助製図,三重県第
二部第三課編/三重県蔵
版

銅鐺結城正明22 1／120,000 1888×1003 177-0574

三重県管内略図 明治10.12.10 著作兼出版人三重県士

族藤堂先

22b 1/345,600 448×532 177-0194

滋賀県管轄地図 明治10.2 編集者京都府平民片岡

義助/出版人京都府平民

島村專助

政田晋長鎬735×82023b 177-0850

京都府管内全図 明治18.2 京都府地理課,校正・製図
嶋田道生・細田信道・山

田忠三/京都府蔵版

村上勘兵衛製造937×148624 1/108,000 ヨ291-0344

京都府管内地図 明治15.8 編者石川県平民林幹,図
画者京都府平民乙葉俊

二郎/出版人京都府平民

村上勘兵衛

中村泰山・芝本
豊延鎬

696×98624b 177-0261

大阪府管内全図 約1/74,000 明治14.10 製図大阪府御用掛多田

秋香補写大阪府御雇西
村信意/大阪府

銅刻響泉堂25 1680×1483 177-0507

兵庫県管内地図 明治15.9.2 兵庫県土木課編蟇/出版

人兵庫県平民小川保道

26 1148×680 ヨ291-0308
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請求記号縮尺 ｜寸法(mm) 発行年 著作/発行 印刷資料名NC

明治25.4.10 印刷者江島鴻

111

奈良県大和国実測全図 奈良県内務部第二課地理

係編慕製図者宗孟寛･石
川桂香/発行者鹿出静七

1/80,000 1325×845 ヨ291-012627

明治22.5 印刷者星野熊

吉

著作兼発行者山口県士

族邨野広太郎,出版者奈
良県平民保田一二郎

実測奈良県大和地図 約1/110,000 177-02631005×69627b

明治22.9.8 印刷人生駒忠

平

和歌山県管内市町村改定

全図

著者井上斉・福嶌捨吉／

編集兼発行人岩橋佐市

郎

1／187,500 740×510 177-039128b

明治18.6 水口銅版部製岡山県三国地図 著者兼出版人岡山県平

民大塚伊八郎発見人岡
山県平民渡邊祐吉

1/90,900 1324×1250 177-073029b

明治14.2.2訂正広島県管内全図 著述桑原信 彫刻中村熊次

郎

1/180,000 685×933 ヨ291-030730b

1/108,000 11050×1515 1明治17.3 1[編者lll l 1県〕31 1山口県全図 ヨ291－()131A

明治19．3徳島県明細地図 編集人徳島県士族山瀬

親長/出版人黒崎源蔵

32b 960×718 177-0407

明治23.5.21実測細密香川県管内図 彫刻池田光輝

堂

約1/100,000 著作者北村彌一/発行所

亀友堂本店・同支店

688×1003 177-039733b

〔明治11.1.1調〕愛媛県庶務課編集

明治12.10.10 高知県

34愛媛県管内全図 |1/253,800 1524×1110
35 1高知県土佐阿波両国之図’ ’311×648

若林春水堂銅鑛ヨ291-0325
ヨ291-0322

明治26.4.7福岡県管内里程便覧地図 編慕者田淵亨,積凶者高

須徳七/福岡県庁内務部，
印刷兼発行者瀬戸新治

郎

前田虎佶銅鐇l/240,000 788×56736 ヨ291-0140

改正福岡県精図 明治23.5.21 著画者高須徳七/発行兼

印刷者林斧介

1/144,000 905×792 177-061636b

佐賀県管内之図 明治20.6 編集人佐賀県勧業課北

川真蔵/出版人佐賀県士

族西村萬次郎

旬写

③イ 1/108,000 760×760 177-0607

38長崎県管内全図 1/216,000 11172×845 1明治12.11 編集長崎県地理係 177-0062

明治19.10.25熊本県管内図 監修林知英製図百瀬弥
堅/熊本県,長崎次郎

1/180,000 790×845 ヨ291-034739

明治15.11大分県管内豊後国一円豊

前国二郡全地図

大分県蔵版 銅鑛製紙分社1/72,000 1498×1456 177-012840

宮崎県管内全図 明治18.6 製図渡辺樵華/宮崎県蔵
版

結城正明鐺1/192.000 923×673 3291-031141

604×957 1明治1442鹿児島県管内略岡 彫刻博聞社 |177-0608

明治18.12.14沖縄県管内全図 編集兼出版人茨城県士
族久米長順

山中栄山銅刻1/240,000 812×476 ヨ291-038743b

注）民間の作成主体から発行されたものはNoにbを付した
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表2 内務省地理局発行地図及び関連する府県管内図の印刷者

年代

明治10

明治11頃

明治11.6

明治11．8

資料名

東京上野公園地実測図

神奈川県管内之図

畿内全図（大日本全図第一号）

測絵図譜（1/2,500）

作成/発行

博物局,地理局量地課測者佐藤義正,絵者中嶋正厚

製図神奈川県七等属岡田利正

印刷

文会舎彫刻科

玄々堂印刷所製

地理局地誌課

地理局測量課 文会舎彫刻科

明治11．8 実測東京全図 地理局地誌課,監修・校正塚本明毅・河田龍,製図吉田晋・赤
松範静

地理局銅錆,中村月嶺錆

相模武蔵二州図(大日本全図第五号) |地理局地誌課
大日本府県管轄図 ｜地理局地誌課

中川耕山刻

地理局測量課石版
２

１

１

２

２

１

１

控
掴
轌
但

明
明

明治12.12 駿河甲斐伊豆三州図（大日本全図第

四号）

地理局地誌課 中川耕山刻

明治1212 伊豆七島並小笠原島図（大日本全図

第四号付図）

地理局地誌課 中川耕山刻

明治13.6 1大日本国全図 地理局地誌課 結城正明

明治13.10 伊賀伊勢志摩尾張四州図（大日本全

図第二号）

地理局地誌課 文会舎彫刻科

測絵図譜（1/25,000）

横浜実測図

兵庫神戸実測図

大日本府県分轄図

小笠原群島之図

青森県管内全図

東京実測全図

千葉県管内実測全図

宮崎県管内全図

大阪実測図

三重県管内全図

埼玉県管内全図

改正北海道全図

静岡県管内全図

２

２

２

４

４

４

１

１

１

斐
但
挫
但
挫
恒

明

明

明

地理局測量課

地理局測量課

文会舎彫刻科

地理局測量課

地理局地誌課

地理局測量課

編集出版青森県地理課

内務省地理局,印刷発売所・発行人共益商社書店・白井練一

千葉県蔵版

製図渡辺樵革/宮崎県蔵版

地理局図籍課

小林源之助製図,三重県第二部第三課編/三重県蔵版

編纂製図佐々木邦麻呂/埼玉県蔵版

地理局,発見博聞社

静岡県

５

４

４

６

１

１

挫
但
韓
恒

明

明

結城正明

国文社印行

結城正明錆
０

３

９

２

１

２

８

２

－

３

６

１

１

２

５

６

８

８

８

９

９

０

０

３

１

１

１

１

１

１

２

２

２

治
治
治
治
治
治
治
治
治

明

明

明

明

明

明

明

明

明

結城正明鐺

結城正明鐺

江島鴻山錆

銅鎬結城正明

江島鴻山鎬

錆工蒔田本也

彫刻及印刷江嶋鴻山

明治25.4.10 奈良県大和田実測全Ixl 奈良県内務部第二課地理係編纂,製図者宗孟寛・石川桂香/発
行者鹿田静七

印刷者江島鴻山

山梨県甲斐田今図 山梨県蔵版 玄々堂印行

注）内務省地理局発行地図はゴチックでその他は行頭を一字下げて表記した

(『明治前期内務省地理局作成地図集成」等により作成）

次
に
挙
げ
る
「
京
都
府
管
内
全
図
」
（
鯉
）
も
ま
た
伊
能
図
が
参
照
さ
れ

て
い
る
事
例
で
あ
る
。
同
図
は
京
都
府
地
理
課
の
嶋
田
道
生
、
細
田
信
道
、

山
田
忠
三
に
よ
っ
て
校
正
及
び
製
図
さ
れ
、
明
治
一
八
年
二
月
に
京
都
府

蔵
版
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
一
七
年
付
の
序
文
に
は
以

下
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

図
中
国
界
及
沿
海
岬
島
峻
ハ
悉
ク
伊
能
氏
ノ
実
測
図
二
拠
ル
道
路
里

程
河
川
ハ
明
治
六
年
ョ
リ
同
九
年
二
至
り
本
府
二
於
テ
実
測
セ
ル
モ

ノ
ニ
係
り
其
町
村
名
宿
駅
郡
役
所
警
察
署
同
分
署
郵
便
局
電
信
局
電

信
線
路
鉄
道
等
ノ
位
置
ハ
明
治
十
三
年
ノ
調
査
二
係
ル
其
他
数
種
ノ

地
図
二
就
キ
参
酌
折
衷
年
ヲ
経
テ
此
図
ヲ
成
ス
ト
雛
モ
固
ョ
リ
悉
ク

実
測
二
係
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
尚
恐
ク
ハ
誤
謬
ナ
キ
ヲ
免
力
レ
サ
ラ
ン
コ

ト
ヲ
看
者
之
ヲ
諒
セ
ョ

こ
の
京
都
府
の
事
例
で
は
伊
能
図
が
参
照
さ
れ
た
部
分
が
判
明
す
る
点

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
図
で
は
「
国
界
及
沿
海
島
哩
」
を

伊
能
図
に
拠
り
、
そ
の
他
は
道
路
や
河
川
に
つ
い
て
は
明
治
六
年
か
ら
同

九
年
に
か
け
て
京
都
府
で
実
測
し
た
も
の
が
、
ま
た
町
村
名
や
宿
駅
な
ど

の
位
置
は
明
治
一
三
年
の
調
査
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
伊
能
図
は
主
に
日

本
列
島
の
沿
岸
部
を
測
量
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
詳
細
な
情
報

を
有
す
る
が
、
そ
の
他
の
情
報
は
乏
し
く
、
警
察
署
や
鉄
道
な
ど
に
至
っ

て
は
位
置
を
参
照
す
べ
く
も
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
同
様
に
沿
岸
部
の
情
報
を
伊
能
図
に
依
拠
し
た
も
の
と
し
て
、
福

岡
県
の
事
例
が
あ
る
。
次
に
示
す
の
は
明
治
二
九
年
九
月
二
九
日
発
行
の

「
福
岡
県
管
内
図
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
の
序
文
で
あ
る
。
た
だ
し
福

岡
県
の
場
合
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
で
は
明
治
二
三
年
五
月
一
二
日
に
民

間
業
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
改
正
福
岡
県
精
図
」
禿
ｂ
）
が
最
も
早
い
。
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所
員
子
地
図
在
実
用
故
得
実
愈
近
則
其
為
用
愈
大
突
失
実
益
遠
則
其
為
用
益
小
突

是
所
以
常
憾
於
旧
図
之
不
備
而
有
本
図
之
新
製
也
夫
本
図
用
三
角
術
以
定
地
形
之

位
置
其
海
岸
拠
伊
能
忠
敬
及
海
軍
水
路
部
図
陸
地
陸
軍
参
謀
本
部
図
河
川
土
木
監

督
署
図
及
郡
図
鉄
道
九
州
筑
豊
両
鉄
道
会
社
図
境
界
郡
村
図
如
名
勝
古
蹟
大
社
巨

刹
鉱
山
之
所
在
則
專
筑
前
続
風
土
記
筑
後
誌
豊
前
誌
及
鉱
山
監
督
署
図
之
拠
焉
其

不
題
日
実
測
図
因
不
用
小
三
角
術
也

明
治
二
七
年
二
月
付
の
こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
同
図
は
海
岸
を
伊
能
図
と
「
海
軍

水
路
部
図
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
陸
地
は
「
陸
軍
参
謀
本
部
図
」
に
、

河
川
は
「
土
木
監
督
署
図
及
郡
図
」
に
、
鉄
道
は
「
九
州
筑
豊
両
鉄
道
会
社
図
」
に
、

境
界
は
「
郡
村
図
」
に
そ
れ
ぞ
れ
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
福
岡
県
の
事
例
で
は
伊
能

図
だ
け
で
な
く
、
海
軍
水
路
部
や
陸
軍
参
謀
本
部
の
作
成
図
と
の
参
照
関
係
も
判
明

し
、
前
者
は
海
図
を
、
後
者
は
地
形
図
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
は
伊
能
図
に
依
拠
し
て
府
県
管
内
図
が
作
成
さ
れ
て
い
た
事
例
で
、
具
体
的

に
は
沿
岸
部
に
関
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
次
に
挙
げ
る

埼
玉
県
の
場
合
は
伊
能
図
と
の
参
照
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
事
例
で
、
以
下
に
明
治

二
○
年
二
月
八
日
の
「
埼
玉
県
管
内
全
図
」
面
）
の
序
文
を
示
す
。

本
図
ハ
地
租
改
正
ノ
日
徴
ス
ル
所
ノ
地
引
絵
図
ヲ
縮
模
シ
之
ヲ
製
シ
以
テ
地
籍
調

査
ノ
用
二
供
ス
專
ラ
宿
駅
町
村
ノ
位
置
ヲ
明
ニ
シ
併
セ
テ
道
路
山
川
汽
車
電
信
両

線
路
ヲ
示
ス
其
疑
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
実
地
二
就
キ
訂
正
ス
夫
ノ
山
岳
高
低
ノ
若
キ
ハ

姑
ラ
ク
是
ヲ
置
ク

こ
の
埼
玉
県
の
場
合
は
冒
頭
に
示
し
た
千
葉
県
の
事
例
と
同
様
に
、
地
租
改
正
地

引
絵
図
を
縮
模
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
千
葉
県
の
事
例
と
は
異
な
り
伊
能
図
は
参
照

さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
確
認
し
て
き
た
通
り
、
府
県
管
内
図
は
特
に
沿
岸
部

に
つ
い
て
伊
能
図
が
参
照
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
参
照
方
法
が

判
明
す
る
事
例
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
伊
能
図
を
元
に
し
た
地
図
は
明
治
一
○
年
代

に
内
務
省
地
理
局
や
陸
軍
、
海
軍
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
媒

介
と
し
て
伊
能
図
が
間
接
的
に
参
照
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
伊
能
図
を
元
に
し
た

地
図
と
し
て
、
明
治
一
○
年
に
陸
軍
参
謀
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
大
日
本
全
図
」
、
明

治
一
三
年
に
内
務
省
地
理
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
大
日
本
国
全
図
」
、
そ
し
て
明
治
一

七
年
以
降
に
参
謀
本
部
測
量
局
（
後
に
陸
地
測
量
部
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
輯
製
二

（

９

）

○
万
分
一
図
」
な
ど
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
項
で
指
摘
し
た
印
刷
技
術
者
を
媒
介

と
し
た
府
県
と
の
関
係
と
同
様
に
、
伊
能
図
を
媒
介
と
し
て
内
務
省
地
理
局
や
陸
・
海

軍
と
、
府
県
と
の
間
に
地
図
の
参
照
関
係
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。

１
神
奈
川
県
発
行
の
管
内
図

こ
こ
ま
で
は
府
県
管
内
図
の
網
羅
的
な
検
討
を
通
じ
て
、
特
に
内
務
省
地
理
局
に

お
け
る
地
図
作
成
の
動
向
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
把
握
し
て
き
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
て
最
後
に
神
奈
川
県
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
主
な
対
象
と
す

る
の
は
、
明
治
一
○
年
代
に
発
行
さ
れ
た
三
点
の
神
奈
川
県
管
内
図
で
あ
る
。

（
Ｚ
「
神
奈
川
県
管
内
之
図
」
明
治
七
年
九
月
以
降
石
渡
正
敏
編
撰

（
イ
）
「
神
奈
川
県
管
内
之
図
」
明
治
二
年
頃
岡
田
利
正
製
図

（
ウ
）
「
神
奈
川
県
管
下
之
図
」
明
治
一
六
年
一
月
三
○
日
鴻
益
社
出
版

こ
の
う
ち
最
も
古
い
（
ア
）
「
神
奈
川
県
管
内
之
図
」
（
図
１
）
は
、
表
題
が
「
神

奈
川
県
治
一
覧
概
表
」
〈
図
２
）
と
な
っ
て
い
て
、
一
覧
概
表
と
管
内
図
が
一
紙
の
表

裏
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
一
覧
概
表
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
戸
口
、
職
員
、
省
寮
及
学

校
諸
会
社
牛
馬
船
車
等
は
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
一
月
現
在
の
数
値
を
、
ま
た
居

留
外
国
人
の
戸
口
は
同
年
三
月
現
在
の
数
値
を
示
し
、
そ
の
他
は
明
治
六
年
一
ヶ
年

の
概
算
値
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
管
内
図
に
は
明
治
七
年
九
月
付
の
序
文
が
あ

三
明
治
一
○
年
代
発
行
の
神
奈
川
県
管
内
図
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図1 「神奈川県管内之図」 （個人所蔵）
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表3石渡正敏の経歴
霧

年代 事項
‘

､

時愚

鱗毒
『 鳶

患鶏

俸畷

や

明治5 三浦郡桜山村戸長

＃

ま

神奈川県権少属明治6.4.21

輌
謬
》
垂

明治6.10.17 神奈川県十二等出仕、下等月給下賜

｢神奈川県管内之凶』を編纂明治7.9

鵠

溶

跨

幕

J 黄

境

神奈川県権中属明治8.3.26

｢神奈川県地誌略」の校者明治8.10
§
…
酷
鐸
議
譲
難
鱗
捧
雛
満
晶
繊
録
鱗
辮
雛
鱗
鐸
瀕
麟
麟
鱗
議
識
一
難
騨
灘
鍵
錘
鐸
難
総
鱸
轤
灘
識
漣
嘩
議

明治8.12.20 神奈川県勧業課長

神奈川県中属明治9.6.21

明治9.6 『続神奈川県地誌略」の校者

｢神奈川県地名地引」の校者明治9.7
＊

寮

神奈川県四等属明治10.1.18 轡

農商務省水産局製造課長・試験課長明治19～23
蕊

懲

瞳

＃明治27 三浦郡|両1盟会発起人

~
薊
、
“
；
’
静
噌
謄
偶
期
陀
一

や

吾

》

紅

》

(｢神奈川県史料』等により作成）

齢 ャ
拝 再3 呼

謡 鐸 マ“哉 旦 解 主 騨寺1 ①蜀

琴
~~~

図2 「神奈川県管内之図」 （個人所蔵）

る
か
ら
、
本
図
は
明
治
七
年
九
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

既
に
表
１
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
を
遡
る
早
い
時
期
の
府
県
管
内
図

は
府
県
統
計
表
と
一
体
の
も
の
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
傾
向
が
あ
り
、
本
図
は
そ

の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
特
に
表
題
か
ら
す
れ
ば
、
統
計
表
が
主
で
あ
り
管
内
図
は

そ
の
裏
面
に
掲
載
さ
れ
た
付
図
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
序
文
に
は
以
下
の
通

り
記
さ
れ
て
い
る
。

此
図
ハ
固
概
略
ニ
シ
テ
只
管
内
人
民
二
地
理
ノ
便
ヲ
得
セ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
区
画
ヲ

分
彩
シ
駅
路
及
郵
便
陸
運
ノ
設
ア
ル
市
村
且
着
眼
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
総
テ
符
号
ヲ
用

テ
分
チ
其
距
離
遠
近
ハ
里
程
表
ヲ
楡
シ
知
ル
ヘ
シ
然
し
ト
モ
山
麓
海
浜
僻
陰
ノ
村

里
二
至
リ
テ
ハ
位
置
形
象
ヲ
誤
ル
少
シ
ト
セ
ス
如
斯
ハ
他
日
実
測
ノ
期
ヲ
侍
テ
訂

正

ス

ヘ

シ

す
な
わ
ち
本
図
は
「
管
内
人
民
」
が
地
理
上
の
利
便
性
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
意
図

さ
れ
、
県
域
の
概
略
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
山
間
部
や
沿
岸
部
の
村
落
で
は

誤
差
が
少
な
く
な
い
た
め
、
後
日
の
実
測
に
よ
り
訂
正
す
る
旨
を
断
っ
て
い
る
。
県

域
は
大
区
ご
と
に
彩
色
が
施
さ
れ
、
そ
の
左
に
は
交
通
や
郵
便
、
陸
運
上
重
要
な
市

村
間
の
距
離
を
示
し
た
里
程
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
図
に
示
さ
れ
た
県

域
は
現
在
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
て
、
明
治
九
年
四
月
一
八
日
に
神
奈
川
県
に
編

入
さ
れ
る
ま
で
足
柄
県
で
あ
っ
た
相
模
川
以
西
の
淘
綾
郡
、
大
住
郡
、
愛
甲
郡
、
津

久
井
郡
、
足
柄
上
郡
、
足
柄
下
郡
が
含
ま
れ
な
い
。
一
方
で
県
域
北
部
に
は
明
治
二

六
年
四
月
一
日
に
東
京
府
へ
移
管
さ
れ
る
ま
で
神
奈
川
県
で
あ
っ
た
東
多
摩
郡
、
北

多
摩
郡
、
南
多
摩
郡
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（

血

）

本
図
を
編
撰
し
た
石
渡
正
敏
は
明
治
五
年
に
三
浦
郡
桜
山
村
の
戸
長
と
な
り
、
明

治
六
年
四
月
一
二
日
に
神
奈
川
県
権
少
属
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
一
○
月
一
七
日
に
は

十
二
等
出
仕
と
な
り
、
翌
七
年
に
本
図
を
編
撰
し
た
（
表
３
）
。
そ
し
て
明
治
八
年
三

月
二
六
日
に
は
権
中
属
に
、
翌
九
年
六
月
二
一
日
に
は
中
属
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
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こ
れ
に
次
ぐ
の
が
神
奈
川
県
七
等
属
の
岡
田
利
正
が
製
図
、
玄
々
堂
印
刷
所
製
の

（
イ
）
「
神
奈
川
県
管
内
之
図
」
（
図
３
）
で
あ
る
。
当
館
所
蔵
資
料
に
は
発
行
年
が
記

（

坊

）

さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
神
奈
川
県
会
史
』
の
付
録
に
は
「
明
治
十
一
年
十
月
板
権
届
」

の
印
が
押
さ
れ
た
状
態
で
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
図
を
見
る
と
、
明
治
九
年
八
月

二
一
日
に
群
馬
県
か
ら
埼
玉
県
に
編
入
さ
れ
た
秩
父
郡
が
「
埼
玉
県
下
秩
父
郡
」
と

記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
明
治
一
一
年
七
月
一
二
日
に
廃
止
さ
れ
た
大
区
表
示
が
あ
る

の
で
、
そ
の
間
に
製
図
さ
れ
、
明
治
二
年
頃
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

印
刷
技
術
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
玄
々
堂
が
印
刷
し
た
と
い
う
点
で
本
図
は
重
要

で
あ
る
。
玄
々
堂
の
松
田
敦
朝
は
、
石
版
技
術
教
授
の
た
め
に
明
治
一
二
年
の
神
奈

川
県
を
は
じ
め
、
同
一
三
年
に
群
馬
県
、
同
一
四
年
に
京
阪
地
方
、
同
一
七
年
に
東

（

Ⅳ

）

京
府
、
同
一
八
年
に
長
野
県
へ
出
庁
し
た
。
松
田
の
印
刷
技
術
が
各
地
で
必
要
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

の
間
、
明
治
八
年
四
月
一
日
改
の
官
員
録
に
よ
れ
ば
庶
務
課
で
、
同
年
一
二
月
二
○

（

Ⅱ

）

日
に
は
神
奈
川
県
に
新
た
に
勧
業
課
が
設
け
ら
れ
、
石
渡
は
そ
の
長
と
な
っ
た
。

ま
た
興
味
深
い
こ
と
に
石
渡
は
こ
の
前
後
に
県
内
の
地
誌
編
墓
に
携
わ
っ
て
い

て
、
明
治
八
年
一
○
月
に
『
神
奈
川
県
地
誌
略
』
、
翌
九
年
六
月
に
は
続
編
と
な
る
『
続

神
奈
川
県
地
誌
略
』
の
校
者
と
し
て
石
渡
の
名
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
同
年
七
月

に
は
「
神
奈
川
県
地
名
地
引
』
の
校
者
と
な
る
な
ど
、
石
渡
は
神
奈
川
県
官
員
と
し

（

皿

）

て
県
下
の
地
誌
編
纂
に
関
与
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
明
治
一
○
年
一
月
一
八
日
に
神
奈
川
県
四
等
属
に
任
ぜ
ら
れ
た
石
渡
は
、

明
治
一
二
年
一
二
月
二
五
日
改
の
職
員
録
に
よ
る
と
勧
業
課
四
等
属
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
一
九
年
か
ら
同
二
三
年
頃
、
農
商
務
省
水
産

（

画

）

局
製
造
課
長
及
び
試
験
課
長
と
し
て
石
渡
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
明
治
二

（

Ｍ

）

（

鴫

）

七
年
に
は
三
浦
同
盟
会
の
発
起
人
と
な
り
、
明
治
三
三
年
の
『
百
家
明
鑑
』
に
は
三

浦
郡
田
越
村
の
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
図
の
製
図
者
で
あ
る
岡
田
利
正
は
明
治
元
年
九
月
に
神
奈
川
県
兵
を
申
し
付
け

ら
れ
て
い
る
（
表
４
）
。
同
年
一
二
月
に
小
隊
長
と
な
り
、
四
年
六
月
に
は
仏
式
歩
兵

（

肥

）

科
教
授
を
勤
め
た
こ
と
に
よ
り
賞
金
二
千
疋
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
同
年
八

月
に
解
兵
に
つ
き
職
務
を
差
免
さ
れ
た
岡
田
は
、
六
年
一
○
月
に
営
繕
課
雇
を
申
し

付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
七
年
四
月
二
二
日
に
十
五
等
出
仕
、
翌
八
年
三
月
二

六
日
に
十
四
等
出
仕
、
同
年
八
月
一
二
日
に
十
三
等
出
仕
、
翌
九
年
二
月
一
二
日

に
十
二
等
出
仕
と
な
っ
た
。
そ
し
て
明
治
一
○
年
一
月
一
八
日
に
七
等
属
に
任
ぜ
ら

れ
た
岡
田
は
翌
二
年
頃
に
「
神
奈
川
県
管
内
之
図
」
を
製
図
し
た
。
そ
の
後
は
明

治
一
三
年
四
月
二
日
に
は
六
等
属
に
任
ぜ
ら
れ
、
一
五
年
一
二
月
二
○
日
に
は
五
等

属
と
な
っ
た
。
官
員
録
等
に
よ
れ
ば
岡
田
の
所
属
は
八
年
四
月
ま
で
営
繕
課
で
あ
り
、

一
○
年
三
月
か
ら
一
一
年
一
月
ま
で
は
第
三
課
、
同
年
一
二
月
以
降
は
地
理
課
で
あ

っ
た
。
明
治
一
五
年
一
二
月
二
五
日
改
の
職
員
録
で
は
地
理
課
員
で
あ
り
、
以
降
の

表4岡田利正の経歴

年代 事項

明治元.9 神奈川県兵

明治元.12 小隊長

仏式歩兵科教授を勤め賞金二千疋下賜明治4.6

明治4.8 解兵のため職務差免

明治6.10 営繕課雇

明治7.4.22 神奈川県十五等出仕

神奈川県十四等出仕明治8.3.26

明治8.8.12 神奈川県十三等出仕

神奈川県十二等出Ⅱ明治9.11.12

明治10.1.18 神奈川県七等属

『神奈川県管内之図」を製図明治11

明治13.4.2 神奈川県六等属

明治15.12.20 神奈川県五等属

(『神奈川県史料」等により作成）
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２
鴻
益
社
の
出
版
活
動

前
述
し
た
二
例
の
神
奈
川
県
管
内
図
は
県
が
作
成
主
体
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
神
奈
川
県
の
場
合
、
民
間
の
作
成
主
体
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
最
も

早
い
も
の
は
、
鴻
益
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
神
奈
川
県
管
下
之
図
」
（
ウ
）
で
あ
る
。

本
図
は
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
一
月
三
○
日
の
発
行
で
、
図
示
さ
れ
た
県
域
は

明
治
二
年
頃
の
「
神
奈
川
県
管
内
之
図
」
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
図
を

発
行
し
た
鴻
益
社
は
神
奈
川
町
で
設
立
さ
れ
た
印
刷
業
者
で
あ
り
、
設
立
の
経
緯
や

出
版
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
５
）
。

ま
ず
鴻
益
社
の
設
立
に
先
立
つ
明
治
一
二
年
二
月
に
は
、
後
に
同
社
の
発
起
人

と
な
る
酒
井
景
山
と
い
う
人
物
が
、
東
京
で
石
版
器
械
を
買
い
付
け
よ
う
と
し
て
い

た
。
都
筑
郡
長
津
田
村
の
杉
山
喜
左
衛
門
方
に
止
宿
し
て
い
た
酒
井
は
、
都
筑
郡
下

川
井
村
の
村
用
掛
で
あ
る
栗
原
茂
勝
に
買
い
付
け
金
の
不
足
分
と
し
て
金
二
、
三
円

を
拝
借
し
た
い
旨
の
書
簡
を
一
六
日
に
出
し
、
翌
日
に
は
酒
井
の
代
理
で
久
良
川
謙

（

四

）

吉
が
栗
原
か
ら
金
三
円
を
拝
借
し
て
い
る
。

酒
井
が
石
版
を
買
い
付
け
で
き
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
明
治

一
四
年
に
は
「
縮
切
図
」
と
い
う
地
図
を
出
版
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

動
向
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
二
点
は
明
治
一
一
年
以
前
と
い
う
極
め
て
早
い
時
期
の
府
県
管
内
図
で
あ

る
。
当
該
期
の
府
県
管
内
図
は
裏
面
に
統
計
表
が
付
さ
れ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
神

奈
川
県
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
点
に
続
い
て
発
行
さ
れ
た
の
が
、
明

治
一
二
年
一
月
に
内
務
省
地
理
局
が
作
成
し
た
「
相
模
武
蔵
二
州
図
」
（
図
４
）
で
あ

る
。
同
図
は
神
奈
川
県
域
を
含
む
旧
相
模
国
と
旧
武
蔵
国
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

先
行
す
る
（
Ｚ
及
び
〈
イ
）
の
神
奈
川
県
管
内
図
と
の
間
で
県
域
の
表
現
の
あ
り

方
に
関
し
て
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

■

表5鴻益社の活動 縮
切
図
は
地
租
改
正
時
の
地
引
絵
図
を
縮
刷
し
た
と
推
測
さ
れ
る
地
図
帳
で
、
一
村

内
の
土
地
一
筆
ご
と
に
地
番
、
地
目
、
等
級
、
面
積
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

明
治
一
五
年
六
月
の
「
神
奈
川
県
下
武
蔵
国
久
良
岐
郡
森
村
縮
切
図
」
（
当
館
所
蔵
）

は
加
藤
景
山
が
編
墓
し
鴻
益
社
が
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
縮
切
図
が
確

認
さ
れ
た
の
は
神
奈
川
県
下
の
橘
樹
郡
、
都
筑
郡
、
久
良
岐
郡
と
い
っ
た
横
浜
近
郊

に
位
置
す
る
農
村
部
の
村
々
で
あ
る
。

（

別

）

そ
し
て
明
治
一
五
年
五
月
八
日
に
酒
井
景
山
は
「
出
版
同
盟
御
許
可
願
」
を
神
奈

川
県
に
願
い
出
て
い
る
。
酒
井
は
銅
版
印
刷
業
を
営
ん
で
い
て
、
こ
れ
を
「
鴻
益
社
」

と
号
し
て
出
版
同
盟
者
を
募
り
、
「
新
古
歴
史
其
他
書
籍
等
」
を
刊
行
し
て
公
売
し
た

い
旨
を
願
い
上
げ
、
同
月
一
二
日
に
は
神
奈
川
県
が
こ
れ
を
許
可
し
て
い
る
。
こ
の

許
可
願
に
は
設
立
に
際
し
て
の
趣
旨
を
発
起
人
の
酒
井
景
山
が
記
し
た
「
鴻
益
社
書

籍
出
版
方
法
書
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
酒
井
名
義
の
方
法
書
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容

事項年代

明治12.11 酒井景山が東京で石版器械の買い上げを試
みる

酒井景山編「橘樹郡上下末吉村縮切図」
酒井景山編「橘樹郡綱島村縮切図」

明治14.1］

酒井景11｣名義で出版同盟御許可願

神奈川県より許可される

社主加藤景山で出版同盟方法耆

加藤景山編「久良岐郡森村縮切図全」

加藤景山編「都筑郡茅ヶ崎村縮切図」

生麦の関口家を訪問

生麦の関口家を再訪して株金預証を持参

小島源太郎編「文友雑誌」

明治15.5.8

明治15.5.12

明治15.5

明治15．6

明治15.8

明治15.7.8

明治15.9.21

明治15.10

加藤景山編「久良岐郡杉田村縮切図」
加藤景山編「橘樹郡新羽村縮切図」
鴻益社「橘樹郡笹下村縮切図」
｢橘樹郡小田村縮切図」

明治15

加藤景山製図「神奈川県管下之図」

鶴見の佐久間家を訪問して略暦を持参

社主加藤景l llで設立趣意書

社長に松尾治太郎を選定

加藤景山編「都筑郡石川村縮切図」

２

１

２

５

１

６

６

６

７

１

１

１

１

１

２

治

治

治

治

治

明

明

明

明

明

注）縮切|剛については「横浜市史料所在目録』などを利用した。ま
た出版物は行頚の一宇を下げて表記した。
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で
か
つ
同
月
付
で
あ
り
な
が
ら
「
鴻
益
社
社
主
加
藤
景
山
」
名
義
の
「
鴻
益
社
出
版

（

別

）

同
盟
方
法
書
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
酒
井
景
山
は
後
に
「
神
奈
川
県
管
下
之
図
」
に

も
名
前
が
見
え
る
鴻
益
社
の
加
藤
景
山
と
同
一
人
物
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

「
方
法
書
」
か
ら
も
鴻
益
社
が
都
市
近
郊
の
農
村
部
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。一

雲
二
東
京
印
刷
会
社
二
於
テ
出
版
同
盟
ヲ
募
ル
ノ
挙
ア
リ
美
事
ナ
ラ
ズ
ャ
蕊

二
吾
輩
モ
印
刷
二
従
事
ス
ル
ガ
故
二
此
挙
ノ
大
イ
ニ
世
益
ア
ル
ヲ
思
上
本
年
幸
二

神
奈
川
町
二
業
ヲ
開
ク
ニ
際
シ
田
舎
豪
農
ニ
シ
テ
蔵
書
二
乏
シ
キ
ヲ
憾
慨
ス
ル
ノ

余
り
出
版
同
盟
者
ヲ
相
募
り
豪
農
ヲ
シ
テ
蔵
書
二
冨
シ
ム
ル
ヲ
謀
ル
ァ
ラ
ン
ト
ス

（

後

略

）

つ
ま
り
加
藤
は
東
京
印
刷
会
社
の
手
法
を
参
考
に
し
て
、
神
奈
川
町
を
拠
点
と
し

て
近
郊
の
農
家
を
対
象
と
し
た
予
約
出
版
を
企
図
し
た
の
で
あ
り
、
実
際
に
鴻
益
社

（

皿

）

は
神
奈
川
町
近
郊
で
同
盟
加
入
の
勧
誘
を
行
っ
て
い
た
。
明
治
一
五
年
七
月
八
日
に

は
東
海
道
沿
い
の
生
麦
村
で
名
主
を
勤
め
た
関
口
家
に
「
神
奈
川
町
鴻
益
社
加
藤
景

（

”

）

山
殿
外
壱
名
」
が
訪
れ
て
同
盟
加
入
を
勧
誘
し
、
同
家
は
同
盟
に
入
社
し
た
。
そ
し

（

別

）

て
九
月
二
一
日
に
は
「
鴻
益
社
社
員
長
嶋
長
三
郎
」
が
関
口
家
を
訪
れ
て
株
金
預
証

を
持
参
し
、
同
家
は
五
○
銭
を
渡
し
て
い
る
。

鴻
益
社
の
社
員
ら
が
関
口
家
を
訪
れ
た
一
ヶ
月
後
の
明
治
一
五
年
一
○
月
二
○
日

（

妬

）

に
は
、
『
文
友
雑
誌
』
を
発
見
し
て
い
る
。
こ
れ
は
横
浜
近
郊
の
寺
尾
・
生
麦
・
神
奈

川
な
ど
の
人
物
に
よ
る
漢
詩
・
和
歌
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
編
集

人
は
小
島
源
太
郎
（
神
奈
川
町
二
五
五
）
、
錦
誠
堂
佐
野
屋
尾
崎
冨
五
郎
（
横
浜
区
野

毛
町
三
丁
目
四
二
）
の
ほ
か
、
戸
塚
駅
（
岡
田
善
六
）
や
東
京
（
京
橋
区
貝
足
町
三

木
村
喜
三
郎
）
で
も
販
売
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
続
き
鴻
益
社
は
「
神
奈
川
県
管
下
之
図
」
（
ウ
）
を
出
版
し
た
。
同
図
は
明

治
一
五
年
一
○
月
七
日
版
権
免
許
、
翌
一
六
年
一
月
三
○
日
出
版
で
、
製
図
及
び
出

版
人
は
神
奈
川
町
八
七
四
番
地
の
加
藤
景
山
（
神
奈
川
県
平
民
）
、
そ
し
て
図
幅
外
に

は
「
鴻
益
社
銅
版
部
福
富
刻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
売
捌
所
が
東
京
の
大
倉

孫
兵
衛
、
横
浜
の
吉
川
伊
兵
衛
（
弁
天
通
一
丁
目
）
と
錦
誠
堂
尾
崎
冨
五
郎
（
野
毛

町
二
丁
目
）
で
あ
っ
た
。

同
図
を
出
版
し
た
直
後
の
明
治
一
六
年
二
月
二
日
に
は
、
先
述
し
た
生
麦
村
の
隣

村
で
あ
る
鶴
見
村
の
名
主
を
勤
め
た
佐
久
間
家
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
同
家
の
日

記
に
よ
れ
ば
「
午
后
神
奈
川
駅
ナ
ル
鴻
益
社
員
（
出
版
会
社
）
臨
賀
、
略
暦
ヲ
投
与

（

恥

）

セ
ラ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
鴻
益
社
が
出
版
会
社
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
そ
こ
で
鴻
益
社
の
社
員
は
生
麦
の
関
口
家
を
訪
れ
た
時
と
同
様
に
予
約

出
版
業
の
勧
誘
を
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
略
暦
を
渡
し
て
い
る
。

（

幻

）

し
か
し
同
年
五
月
に
「
鴻
益
社
設
立
趣
意
書
」
が
作
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
以
降
の

動
向
は
把
握
し
に
く
く
な
る
。
同
年
九
月
一
○
日
出
版
の
『
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
氏
第
二
リ

ー
ド
ル
独
案
内
』
（
個
人
所
蔵
）
は
加
藤
景
山
が
訳
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
発
見
元
は

鴻
益
社
で
は
な
く
東
京
芝
区
の
上
田
屋
栄
三
郎
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
加
藤
の
も
と

で
の
鴻
益
社
の
経
営
は
順
調
に
い
か
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
翌
一
七
年
一

（

渦

）

月
の
「
鴻
益
社
役
員
撰
定
御
届
」
と
「
転
社
御
届
」
に
よ
れ
ば
、
加
藤
は
鴻
益
社
の

印
刷
長
と
な
り
、
代
わ
り
に
松
尾
治
太
郎
と
い
う
人
物
が
社
長
に
選
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、
仮
本
社
も
神
奈
川
町
か
ら
横
浜
区
翁
町
三
丁
目
へ
移
動
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
鴻
益
社
の
出
版
活
動
は
わ
ず
か
一
年
半
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
間
に
都
市
近
郊
の
農
村
部
を
顧
客
層
に
見
定
め
た
予
約
出
版
を
試
み
、
地

租
改
正
時
の
地
引
絵
図
を
縮
刷
し
た
縮
切
図
や
神
奈
川
県
管
内
図
と
い
っ
た
二
種
類

の
地
図
を
出
版
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
当
該
期
の
社
会
に
新
し
く
登
場

し
た
こ
れ
ら
の
地
図
に
需
要
を
見
出
し
た
鴻
益
社
の
目
論
見
は
決
し
て
成
功
し
た
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
わ
ば
鴻
益
社
は
府
県
管
内
図
に
商
品
と
し
て
の

価
値
を
期
待
し
た
と
い
え
、
府
県
管
内
図
に
向
け
ら
れ
た
同
時
代
的
な
視
線
の
一
つ
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本
稿
で
は
印
刷
技
術
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
出
典
と
し
て
の
伊
能
図
と
い
う
観

点
か
ら
、
内
務
省
地
理
局
に
お
け
る
地
図
作
成
の
動
向
と
府
県
管
内
図
の
作
成
に
関

連
性
を
指
摘
し
た
。
町
村
単
位
の
ス
ケ
ー
ル
で
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
や
、
日
本
全
国

を
対
象
に
し
た
伊
能
図
を
参
照
し
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
府
県
管
内
図
は
、
当
該
期
に

新
し
く
編
成
さ
れ
た
府
県
と
い
う
単
位
を
町
村
と
国
の
間
に
定
位
し
よ
う
と
し
た
試

み
の
産
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
府
県
が
全
く
独
自
に
展
開
し
え
た
事
業

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
印
刷
や
出
版
に
関
し
て
は
内
務
省
地
理
局
な
ど
の
機
関
で
も
活

躍
し
た
印
刷
技
術
者
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
成
立
し
た
と
い
え
る
。

当
該
期
の
地
図
作
成
史
上
に
お
け
る
内
務
省
地
理
局
の
役
割
に
つ
い
て
は
近
年
研

（

調

）

究
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
が
、
府
県
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。
当
館
に
関
係
資
料
が
あ
る
岩
橋
教
章
の
動
向
も
踏
ま
え
、
今
後
さ
ら
に
検
討

し
た
い
。
あ
わ
せ
て
本
稿
で
は
神
奈
川
県
管
内
図
の
う
ち
明
治
一
○
年
代
に
発
行
さ

れ
た
も
の
を
対
象
と
し
た
が
、
そ
れ
以
降
の
管
内
図
も
含
め
た
通
時
的
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
鴻
益
社
が
期
待
し
た
府
県
管
内
図
に
対
す
る
需
要
の
問
題
も
含
め
て
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

付
記資
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
飯
田
助
知
氏
と
、
国
立
公
文
書
館
、
横
浜
開
港
資
料

館
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
の
各
機
関
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
理
解
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

T註
一グ

〆一、

4
、－〃

（
２
）

（
８
）

へ
ｑ
星

〆
、

（
７
）

〆一、

6
、－〆

（
５
）

（
３
）

拙
稿
「
橘
忠
助
氏
旧
蔵
美
術
資
料
群
と
明
治
期
府
県
管
内
図
」
「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報

告
人
文
科
学
』
三
九
、
二
○
一
三
年
。
ま
た
橘
資
料
群
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
角
田

拓
朗
「
橘
忠
助
氏
旧
蔵
美
術
資
料
群
に
つ
い
て
」
「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
人
文
科

学
」
三
七
、
二
○
二
年
。

例
え
ば
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
福
井
県
編
・
発
行
『
福
井
県
史
資
料
編
一
六
上
絵
図
・
地

図
』
一
九
九
○
年
。
三
重
県
編
・
発
行
「
三
重
県
史
別
編
絵
図
・
地
図
」
一
九
九
四
年
。

河
村
克
典
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
刊
行
の
山
口
県
全
図
」
「
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
」
二

七
、
二
○
○
○
年
。

黒
崎
千
晴
・
小
口
千
明
『
地
図
で
み
る
県
の
移
り
変
り
解
説
資
料
編
」
昭
和
礼
文
社
、
一
九

九
一
年
。
木
全
敬
蔵
「
日
本
地
図
測
量
史
の
研
究
」
愛
知
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
学
位

請
求
論
文
、
二
○
○
二
年
。
三
木
理
史
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
府
県
管
内
図
に
つ
い
て

分
県
地
図
と
治
績
報
告
書
の
狭
間
で
（
研
究
部
会
要
旨
）
」
「
人
文
地
理
」
五
八
（
二
）
、
二
○

○
六
年
。
ま
た
版
権
が
府
県
の
所
有
に
関
わ
る
府
県
管
内
図
に
限
っ
て
目
録
を
作
成
し
た
も
の

に
以
下
が
あ
る
。
師
橋
辰
夫
「
官
版
府
県
図
」
『
月
刊
古
地
図
研
究
」
四
、
一
九
七
○
年
。

例
え
ば
東
京
府
の
場
合
は
「
東
京
府
管
内
全
図
」
（
東
京
府
記
録
掛
、
明
治
一
三
年
五
月
二
○

日
）
が
あ
る
。
国
立
公
文
耆
館
に
限
ら
ず
そ
の
他
の
所
蔵
機
関
も
検
索
対
象
と
す
る
こ
と
で
、

表
１
は
補
充
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

西
村
貞
『
日
本
銅
版
画
志
」
全
国
書
房
、
一
九
七
一
年
、
四
○
二
～
四
○
三
頁
。
同
書
に
よ
る

と
、
江
島
は
上
海
に
銅
版
印
刷
所
を
設
け
た
岸
田
吟
香
と
と
も
に
漢
籍
の
翻
刻
に
従
事
し
た
と

さ
れ
る
（
四
三
頁
）
。

印
刷
局
「
印
刷
局
沿
革
録
』
一
九
○
七
年
、
三
一
頁
～
三
七
頁
。
た
だ
し
、
前
掲
註
５
に
よ
る

と
、
江
島
も
紙
幣
寮
で
銅
版
彫
刻
に
携
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。

測
量
・
地
図
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
測
量
・
地
図
百
年
史
」
日
本
測
量
協
会
、
一
九
七
○
年
、

二
六
四
頁
。
同
書
に
よ
る
と
江
島
は
キ
ョ
ヅ
ソ
ー
ネ
の
門
下
で
あ
り
、
ま
た
堀
は
岩
橋
教
章
か

ら
も
地
図
の
彫
刻
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。

金
田
章
裕
・
上
杉
和
央
「
日
本
地
図
史
」
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
二
年
、
二
九
九
～
三
○
一
頁
。

前
掲
註
８
三
○
九
～
三
一
二
頁
。
及
び
以
下
参
照
。
保
柳
睦
美
「
明
治
以
後
の
日
本
社
会
と
伊
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（
坦
こ
こ
で
岡
田
が
ど
の
よ
う
な
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
に
神
奈
川

県
管
内
之
図
の
製
図
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
製
図
技
術
に
つ
い
て

念
頭
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
当
該
期
に
横
浜
に
駐
屯
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
に
つ
い

て
は
以
下
に
詳
し
い
。
横
浜
開
港
資
料
館
・
横
浜
開
港
資
料
普
及
協
会
編
「
史
料
で
た
ど
る
明

能
図
の
存
在
」
（
保
柳
睦
美
編
『
伊
能
忠
敬
の
科
学
的
業
績
」
古
今
書
院
、
一
九
九
七
年
、
二

三

五

～

二

六

七

頁

）

。

（
皿
）
逗
子
市
編
・
発
行
『
逗
子
市
史
通
史
編
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
現
代
編
」
一
九
九
七
年
、

六

一

九

頁

。

（
Ⅱ
）
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
県
史
編
集
室
「
神
奈
川
県
史
通
史
編
六
近
代
・
現
代
三
』
神
奈
川

県

、

一

九

八

一

年

、

三

三

三

頁

。

（
吃
）
横
浜
市
中
央
図
書
館
開
館
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
「
横
浜
の
本
と
文
化
」
横
浜
市
中
央
図
書
館
、

一
九
九
四
年
、
八
一
頁
。
な
お
同
書
に
よ
れ
ば
、
石
渡
と
と
も
に
地
誌
を
編
纂
し
た
川
井
景
一

は
、
明
治
二
○
年
代
に
内
務
省
地
理
局
に
奉
職
し
て
い
た
と
い
う
。

（
昭
）
「
農
林
水
産
省
百
年
史
」
編
纂
委
員
会
編
「
農
林
水
産
省
百
年
史
別
巻
』
「
農
林
水
産
省
百
年

史
」
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
、
二
五
三
頁
。
両
課
は
明
治
一
九
年
二
月
二
六
日
に
設
置
、
同
二

三

年

六

月

一

二

日

農

務

局

に

移

管

さ

れ

た

。

（
皿
）
横
須
賀
市
編
・
発
行
『
新
横
須
賀
市
史
資
料
編
近
現
代
二
二
○
○
六
年
、
一
九
八
頁
。

（
妬
）
小
幡
宗
海
編
「
神
奈
川
文
庫
第
五
集
百
家
明
鑑
」
神
奈
川
文
庫
事
務
所
、
一
九
○
○
年
、

二

九

頁

。

（
肥
）
神
奈
川
県
議
会
事
務
局
編
『
神
奈
川
県
会
史
第
一
巻
」
神
奈
川
県
議
会
、
一
九
五
三
年
。
原

図
は
国
立
国
会
図
耆
館
所
蔵
で
あ
る
が
、
当
該
資
料
（
Ｙ
Ｇ
９
１
３
‐
２
０
４
４
）
に
版
権
届

の

印

は

確

認

で

き

な

か

っ

た

。

（
Ⅳ
）
明
治
二
○
年
四
月
四
日
「
銅
石
版
業
玄
々
堂
の
履
歴
」
（
青
木
茂
編
『
明
治
洋
画
史
料
記
録
篇
」

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
六
年
、
七
四
～
七
七
頁
所
収
。
初
出
は
「
美
術
」
二
、
一
八
八

九
年
）
。
玄
々
堂
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
編
・
発
行
『
幕
末
維
新

の
銅
版
向
玄
々
堂
と
そ
の
一
派
展
図
録
絵
に
見
る
ミ
ク
ロ
の
社
会
学
」
一
九
九
八
年
。
森

登
「
玄
々
堂
と
明
治
の
銅
版
画
」
（
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
編
「
近
代
日
本
版
画
の
諸
相
」

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年
）
。

治
維
新
期
の
横
浜
英
仏
駐
屯
軍
」
横
浜
開
港
資
料
館
、
一
九
九
三
年
。
横
浜
対
外
関
係
史
研
究

会
・
横
浜
開
港
資
料
館
編
「
横
浜
英
仏
駐
屯
軍
と
外
国
人
居
留
地
」
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九

年

。

（
岨
）
明
治
一
二
年
二
月
一
六
日
「
〔
書
簡
〕
」
、
同
月
一
七
日
「
証
」
（
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
都
筑

郡

川

井

村

栗

原

家

文

書

）

。

（
別
）
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
寄
託
飯
田
家
文
書
。

（
虹
）
明
治
一
五
年
五
月
「
株
券
証
」
の
う
ち
「
鴻
益
社
出
版
同
盟
方
法
書
」
（
神
奈
川
県
立
公
文
耆

館

寄

託

飯

田

家

文

書

）

。

（
配
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
以
下
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
「
規
則
と
読

者
明
治
期
予
約
出
版
の
到
来
と
意
義
」
「
江
戸
文
学
」
二
一
、
一
九
九
九
年
、
二
九
頁
。

（
鰯
）
横
浜
市
文
化
財
研
究
調
査
会
編
・
発
行
「
横
浜
市
文
化
財
調
査
報
告
言
第
八
輯
の
廿
関
口
日

記
第
廿
巻
」
一
九
八
二
年
、
三
八
二
～
三
八
三
頁
。

（
型
）
前
掲
註
認
、
三
九
九
頁
。

（
妬
）
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文

庫
所
蔵
（
横
浜
開
港
資
料
館
複
製
）
。

（
妬
）
横
浜
開
港
資
料
館
編
・
発
行
「
佐
久
間
権
蔵
日
記
第
１
集
」
一
九
九
九
年
、
九
頁
。

（
”
）
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
寄
託
飯
川
家
文
書
。

（
詔
）
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
寄
託
飯
Ⅲ
家
文
言
。

（
羽
）
例
え
ば
旧
内
務
省
か
ら
引
き
継
が
れ
た
海
軍
水
路
部
の
海
図
群
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
鈴

木
純
子
「
幕
府
海
軍
か
ら
海
軍
水
路
部
へ
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
に
残
る
初
期
海
図
の
航
跡
」

「
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
研
究
紀
要
」
二
三
、
二
○
一
三
年
。
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